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1. 特　徴
本剤は有効成分としてベンザルコニウム塩化物を0.1w/v%配合し、消毒剤の微生
物汚染を防ぐためにエタノールを8vol%添加した、高圧蒸気滅菌処理を施した製剤
です。グラム陽性菌、陰性菌及び真菌に対して消毒効果を示します。

2. 組成・性状
組　成 ： 本品100mL中、下記の成分を含有する。

 有効成分　日局濃ベンザルコニウム塩化物液50 190mg
 （ベンザルコニウム塩化物として0.1g）

 添 加 物　日局エタノール 8.4mL（エタノールとして8vol%）
性　状 ： 本品は無色澄明の液で、特異なにおいがある。

 本品は振ると強く泡立つ。本品は滅菌製剤である。

3. 効能・効果
● 医療機器の消毒
● 手術室・病室・家具・器具・物品などの消毒
● 手指・皮膚の消毒
● 手術部位（手術野）の皮膚の消毒

４. 用法・用量
医療機器の消毒
　ベンザルコニウム塩化物0.1%溶液に10分間浸漬するか、または厳密に消毒する際は、
器具を予め2%炭酸ナトリウム水溶液で洗い、その後ベンザルコニウム塩化物0.1%溶液
中で15分間煮沸する。

手術室・病室・家具・器具・物品などの消毒
　ベンザルコニウム塩化物0.05～0.1%溶液を布片で塗布・清拭するか、または噴霧する。

手指・皮膚の消毒
　通常石けんで十分に洗浄し、水で石けん分を十分に洗い落した後、ベンザルコニウム
塩化物0.05～0.1%溶液に浸して洗い、滅菌ガーゼあるいは布片で清拭する。
術前の手洗いの場合には、5～10分間ブラッシングする。

手術部位（手術野）の皮膚の消毒
　手術前局所皮膚面をベンザルコニウム塩化物0.1%溶液で約5分間洗い、その後ベンザ
ルコニウム塩化物0.2%溶液を塗布する。
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5. 取扱い上の注意
配合禁忌 ： 
　石ケン、過マンガン酸カリウム、過酸化物、白陶土、酸化亜鉛、サッカリン、サポニン、サ
リチル酸フェニル、酒石酸、クエン酸、ホウ酸（5%以上）、ヨウ素、ヨウ化カリウム、硝酸銀、硫
酸亜鉛、硫酸ピロカルピン、ラウリル硫酸ナトリウム、ケイ酸塩類、一般に各種陰イオンと配
合禁忌である。

注　　意 ： 
1. 開封時及び開封後は、微生物による汚染に注意すること。

2. 本剤は滅菌製剤のため、開封後は速やかに使用すること。

3. 吸引カテーテルの浸漬消毒に使用する本剤の溶液は、少なくとも毎日新しい溶液と
取り換えること。

4. 金属器具を長時間浸漬する必要がある場合には、腐食を防止するためにベンザルコ
ニウム塩化物0.1%溶液に0.5～1.0%の亜硝酸ナトリウムを添加すること。

5. 合成ゴム製品、合成樹脂製品、光学器具、鏡器具、塗装カテーテル等を変質させる
ことがあるので、注意すること。

6. 皮革製品の消毒に使用すると、変質させることがあるので、使用しないこと。
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6. エタノール8%添加 ベンザルコニウム塩化物0.1％液
（販売名 ヤクゾールE液0.1）の消毒効果の検討1）

目　的 ：
　ベンザルコニウム塩化物（BAC）は低水準消毒薬に分類され、グラム陽性、陰性菌および
真菌に対して有効である。しかし、耐性を示す菌の存在も報告されており（表1）、使用時に
は注意を要する。なかでもセラチア菌（Serratia marcescens）はBACに対する抵抗性
が強く、院内感染の起炎菌にもなりやすい。そこで、試験管内で Serratia marcescens
標準菌株をBACに馴化させ、耐性能を獲得させた株を用いて、ヤクゾールＥ液0.1
（8vol% エタノール添加 0.1w/v% BAC水溶液）の消毒効果を 0.1w/v% BAC水溶液
と比較検討した。

　標準菌株は保存菌株より寒天培地に塗沫後、33℃で24時間培養し、これを3代継代した。
耐性菌株は600μg/mL BAC添加液体培地中で継代後、BAC添加寒天培地に塗沫し、33℃
で24時間培養した。各々形成されたコロニーを採取し、105～106CFU/mLとなるよう
滅菌精製水に懸濁し、供試菌液とした。
　供試菌液0.5mLを薬剤各9.5mLと混和し、室温で放置した。0.5、1、2、5、10、30およ
び60分接触後、直ちに0.1mLをとり、不活化剤0.9mLと混和して薬剤を中和した。この
液0.1mLを寒天培地に塗沫し、33℃で24時間培養し、各接触時間における生残菌数を
求めた。

・緑膿菌　　　　　　　　　　　　　　 ・表皮ブドウ球菌　　　　　　　
・アルカリゲネス・キシロソキシダンス　　・セパシア菌　　
・アスペルギルス・ニガー　　　　　　　 ・シュードモナス・フルオレッセンス
・セラチア菌　　　　　　　　　　　　  ・アルカリゲネス・フェカーリス

表1　ベンザルコニウム塩化物に耐性を持つ微生物

薬剤

菌種

前培養用培地

ヤクゾールＥ液0.1
0.1w/v% BAC水溶液（0.1%水溶液）

Serratia marcescens IFO 3759（標準菌株）
Serratia marcescens（耐性菌株）※
　　　　　　　　　※ 600μg/mLベンザルコニウム塩化物に耐性の菌株

標準寒天培地「ニッスイ」（寒天培地）
感受性測定用ブイヨン「ニッスイ」（液体培地）

培地 寒天培地
600μg/mL BAC添加寒天培地（BAC添加寒天培地）

不活化剤 15w/v% Tween80 (ポリソルベート80) 溶液
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結　果 ：
1. 標準菌株に対する消毒効果
　結果を図1に示す。各薬剤と標準菌株を所定の時間接触させた後の生残菌数の対
数値をとり、これをプロットして生残菌数曲線を作成した。ヤクゾールＥ液0.1および
0.1%水溶液のいずれも30秒以内に標準菌株を死滅させた。

図1　生残菌数曲線（標準菌株）
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2. 耐性菌株に対する消毒効果
　結果を図2に示す。各薬剤と耐性菌株を所定の時間接触させた後の生残菌数の対数
値をとり、これをプロットして生残菌数曲線を作成した。0.1%水溶液は、60分間接触さ
せても耐性菌株を死滅させることができなかった。一方、ヤクゾールＥ液0.1は10分間
の接触で生残菌数を10-3以下に減少させ、30分間で完全に死滅させた。

図2　生残菌数曲線（耐性菌株）
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参考文献
1） ヤクハン製薬株式会社 社内資料：耐性菌消毒効果
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■製品は改良のため、予告なく変更する場合がありますので、ご了承ください。　■写真及び印刷の仕上がり上、現品と色合いが若干異なることがあります。　■記載内容は2023年3月現在のものです。

サラヤ株式会社
〒546-0013 大阪市東住吉区湯里2-2-8
https://www.saraya.com/

学術的なお問い合わせ先　学術部 TEL. 06-4706-3938
（受付時間 ： 平日 9:00～18:00）

お問い合わせ先　　TEL.06-6797-2525 製造販売元

〒061-1111 北海道北広島市北の里27番地

外用殺菌消毒剤 エタノール8%添加 ベンザルコニウム塩化物0.1%液

1. 重要な基本的注意
（1） 本剤は、濃度に注意して使用すること。
（2） 炎症又は易刺激性の部位（陰股部等）に使用する場合には、正常の

部位に使用するよりも低濃度とすることが望ましい。
（3） 眼に入らないように注意すること。眼に入った場合には直ちによく

水洗すること。
（4） 希釈水溶液を調製する場合は、滅菌精製水を使用すること。
（5） 本剤を取扱う容器類は常に清潔なものを使用し、希釈水溶液は、調製

後直ちに使用すること。（水や容器は微生物汚染を受けやすく、まれ
に消毒液に抵抗性を示す微生物が含まれることがある。）

2. 副作用
本剤は使用成績調査等の副作用発現頻度が明確となる調査を実施してい
ない。

3. 臨床検査結果に及ぼす影響
本剤で消毒したカテーテルで採取した尿は、スルホサリチル酸法による尿
蛋白試験で偽陽性を示すことがある。

4. 適用上の注意
（1） 投与経路　経口投与しないこと。
（2） 使 用 時　

1） 炎症部位に長期間又は広範囲に使用しないこと。［全身吸収による
筋脱力を起こすおそれがある。］  

2） 密封包帯、ギプス包帯、パックに使用すると刺激症状があらわれる
ことがあるので、使用しないことが望ましい。 

3） 皮膚の刺激症状があらわれることがあるので、注意すること。
４） 血清、膿汁等の有機性物質は殺菌作用を減弱させるので、これらが
付着している場合は、十分に洗い落としてから使用すること。

５） 石けん類は本剤の殺菌作用を減弱させるので、石けん分を洗い
落としてから使用すること。　

６） 繊維、布（綿、ガーゼ、ウール、レーヨン等）は本剤の成分であるベン
ザルコニウム塩化物を吸着するので、これらを溶液に浸漬して用
いる場合には、有効濃度以下とならないように注意すること。　

７） 皮膚消毒に使用する綿球、ガーゼ等は滅菌保存し、使用時に溶液
に浸すこと。

500mL（ポリ容器）

1. 抗菌作用１）
本品はグラム陽性、陰性菌のみならず、芽胞のない細菌やカビ類といった
真菌類に対しても殺菌作用を有する。しかし結核菌及び大部分のウイルス
に対する殺菌効果は期待できない。殺菌の作用機序については、蛋白
変性及び酵素の切断、糖の分解と乳酸の酸化など代謝への作用、膜透過
性傷害による溶菌、リン及びカリウムの漏出、解糖の促進、原形質膜の
活動を支える酵素に対する作用などが考えられる。

2. 殺菌効果
（１） 供試菌株に対するヤクゾールE液0.1の最小発育阻止濃度(MIC）及び

最小殺菌濃度（MBC）※２）

※ μg/mL ： ベンザルコニウム塩化物として

（2） ベンザルコニウム塩化物耐性セラチアに対するヤクゾールE液0.1の
消毒効果3）を参照
ヤクゾールE液0.1、0.1%ベンザルコニウム塩化物水溶液（0.1%水溶
液）はいずれも30秒以内に標準菌株を死滅させた。一方、0.1％水溶
液との60分間の接触で生残した耐性獲得菌株に対し、ヤクゾールE液
0.1は１０分間の接触で生残菌数を約1000分の１に減少させ、30分間
で完全に死滅させた。

1） 第十六改正日本薬局方解説書, 医薬品各条C-4532、廣川書店
2） ヤクハン製薬株式会社　資料
3） ヤクハン製薬株式会社　資料

配合禁忌 ： 
石ケン、過マンガン酸カリウム、過酸化物、白陶土、酸化亜鉛、サッカリン、サポ
ニン、サリチル酸フェニル、酒石酸、クエン酸、ホウ酸（5%以上）、ヨウ素、ヨウ
化カリウム、硝酸銀、硫酸亜鉛、硫酸ピロカルピン、ラウリル硫酸ナトリウム、
ケイ酸塩類、一般に各種陰イオンと配合禁忌である。
注　　意 ： 
1. 開封時及び開封後は、微生物による汚染に注意すること。
2. 本剤は滅菌製剤のため、開封後は速やかに使用すること。
3. 吸引カテーテルの浸漬消毒に使用する本剤の溶液は、少なくとも毎日新し
い溶液と取り換えること。

4. 金属器具を長時間浸漬する必要がある場合には、腐食を防止するために
ベンザルコニウム塩化物0.1%溶液に0.5～1.0%の亜硝酸ナトリウムを
添加すること。

5. 合成ゴム製品、合成樹脂製品、光学器具、鏡器具、塗装カテーテル等を
変質させることがあるので、注意すること。

6. 皮革製品の消毒に使用すると、変質させることがあるので、使用しない
こと。

一般名 ： ベンザルコニウム塩化物（Benzalkonium Chloride）
化学名 ： Ammonium alkyldimethyl （phenylmethyl） chloride
分子式 ： ［C6H5CH2N（CH3）2R］Cl
構造式 ：

性　状 ： 白色～黄白色の粉末又は無色～淡黄色のゼラチン状の小片、ゼ
リーようの流動体もしくは塊で、特異なにおいがある。水又はエタ
ノール（95）に極めて溶けやすく、ジエチルエーテルにほとんど
溶けない。水溶液は振ると強く泡立つ。

供 試 菌 株 MIC

003.9
031.3
125.0
125.0
125.0
007.8

015.6
031.3
125.0
250.0
125.0
015.6

MBC

Staphylococcus aureus  IFO 13276
Escherichia coli  IFO 3972
Pseudomonas aeruginosa  IFO 13275
Serratia marcescens  IFO 3759
Burkholderia cepacia  IFO 14595
Candida albicans  IFO 1594

注）このような症状があらわれた
場合には使用を中止し、適切
な処置を行うこと。

R ： C8H17～C18H37で
主としてC12H25及び
C14H29からなる

CH2 N

CH3

CH3

R

＋

Cl－
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■ご使用の際は、電子添文をよくお読みください。 

1. 組 成 ： 本品100ｍＬ中、下記の成分を含有する。

2. 製剤の性状 ： 本品は無色澄明の液で、特異なにおいがある。
　　　　　　　 本品は振ると強く泡立つ。本品は滅菌製剤である。

医療機器の消毒

手指・皮膚の消毒

手術室・病室・家具・
器具・物品などの消毒

ベンザルコニウム塩化物0.1%溶液に10分間
浸漬するか、または厳密に消毒する際は、器具
を予め2%炭酸ナトリウム水溶液で洗い、その
後ベンザルコニウム塩化物0.1%溶液中で15
分間煮沸する。

通常石けんで十分に洗浄し、水で石けん分を
十分に洗い落した後、ベンザルコニウム塩化物
0.05～0.1%溶液に浸して洗い、滅菌ガーゼ
あるいは布片で清拭する。
術前の手洗いの場合には、5～10分間ブラッシ
ングする。

ベンザルコニウム塩化物0.05～0.1%溶液を
布片で塗布・清拭するか、または噴霧する。

手術部位（手術野）の
皮膚の消毒

手術前局所皮膚面をベンザルコニウム塩化物
0.1%溶液で約5分間洗い、その後ベンザルコ
ニウム塩化物0.2%溶液を塗布する。
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有効成分

添 加 物

ベンザルコニウム塩化物として0.1g

エタノール 8vol%

効能・効果 用法・用量

種類＼頻度 頻度不明
過敏症注） 発疹・瘙痒感等
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